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者の方々に､閑西地区野EB連絡協議会の発足につ い て は 閑適大学の出席者の方府､わけても発
起人を引き受けていただいた囲周勝博教授 (同 志 社 大 学 ) な ら びに矢野裕俊教授 (大阪市立大
学)に感謝の言葉を記しておきたいo最後に､本 プ ロ ジ ェ タ 紅 が こ のような実質化と拡張を遂
げるにあたって少ない人数で奮闘してくれてい る 京 都 大 学 高 等 教 育 研 究開発推進センタ一第且
部 門 の 教 戯 スタッフ､事 務 ス タ ッ フ ､ さ ら に こ れ ら の 仕 事 を いつ も バ ックアップしていただい
て いる 全 学 共 通 教 育 部 の 担 当 事 務 ス タ ッ フ に も ､ 感 謝 の 意 を 示 し て お きたい0
本 取 組 は ､ こ の よ う な 実 質 化 と 拡 張 を 受 け て ､ 且9 年 度 に 最 終 年 度 を迎える｡私たちは句最
終 年 度 に ふ さ わ しい展 開 と 総 括 を 実 施 す る 予 定 で あ る ｡ と こ ろ で b ｢鎧 野 田 誌 ｣ に 記 述 さ れ て
いる よ う に 勺 且8年 且望月望0 円 に こ の 取 組 に つ いて 逢 時 間 に及ぶ ｢特色 鎧 野 実 施 調 査 ｣ を 受 け
た ｡この準備と当田のヒアリ ン グ は ともに滝本取組にとってきわめて有益な 作 業 で あ っ た ｡ こ
のヒア首づングでも､ ｢相互研修型欝EBの組織化｣という取組は､各大学が<闘 B の 日 常 首蛭 と 無
意味化の進行するさなかでの野EB義務化>とnう難しい事態に直面している今田 に お い て こ そ
有益であることが､あらためて確認された｡私たちは滝本取組が勺来年度での終結 を 超 え て b
何 らかの形で持続される方途を､積極的に求めていくつもりである｡
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